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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月18日(2016.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理ユニット（２００）に接続されているセンサユニット（１００）に関連して、使用
されるべき設定を見付けるための前記処理ユニット（２００）内で実行される方法であっ
て、
　前記センサユニット（１００）の種類を識別する第１識別子（４０１、４１１）と、前
記センサユニット（１００）の少なくとも１つの関連する種類のグループを識別する第２
識別子（４０２、４２１）と、前記第１識別子（４０１、４１１）に関連付けられる設定
に関連して前記第２識別子（４０２、４２１）に関連付けられる設定の互換性を反映する
互換性データとを前記センサユニット（１００）から受信すること（Ｓ５０２、Ｓ６０２
）、
　前記第１識別子（４０１、４１１）に関連付けられる設定が前記処理ユニット（２００
）内に保存されているかどうかを確認すること（Ｓ５０４、Ｓ６０４）、
　前記第１識別子（４０１、４１１）に関連付けられる設定が前記処理ユニット（２００
）内に保存されている場合、前記センサユニット（１００）に関連して、前記第１識別子
（４０１、４１１）に関連付けられる前記設定を使用すること（Ｓ５１０、Ｓ６１０）、
　前記第１識別子（４０１、４１１）に関連付けられる設定が前記処理ユニット（２００
）内に保存されていない場合、前記第２識別子（４０２、４２１）に関連付けられる設定
が前記処理ユニット（２００）内に保存されているかどうかを確認すること（Ｓ５０６、
Ｓ６０６）、及び
　前記第２識別子（４０２、４２１）に関連付けられる設定が前記処理ユニット（２００
）内に保存されている場合、前記センサユニット（１００）に関連して、前記第２識別子
（４０２、４２１）に関連付けられる前記設定を使用すること（Ｓ５１０、Ｓ６１０）
を含む、方法。
【請求項２】
　前記第２識別子（４０２、４２１）に関連付けられる前記設定が前記センサユニット（
１００）に関連して使用される場合、ユーザ通知を提供すること（Ｓ５０８）を更に含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記互換性データが互換性スコア（４０３）を含み、前記ユーザ通知が、前記第１識別
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子（４０１、４１１）に関連付けられる前記設定に関連して前記第２識別子（４０２、４
２１）に関連付けられる前記設定の前記互換性スコア（４０３）が特定のレベルを下回る
という条件の下で提供される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記互換性データが、前記第２識別子（４０２、４２１）に関連付けられる前記設定と
互換性がない前記第１識別子（４０１、４１１）に関連付けられる設定を更に反映する、
請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザ通知が、前記第２識別子（４０２、４２１）に関連付けられる前記設定と互
換性がない前記第１識別子（４０１、４１１）に関連付けられる設定の表示を含む、請求
項２に従属する場合、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信するステップは識別子の階層を前記センサユニット（１００）から受信するこ
と（Ｓ６０２）を含み、前記階層の第１レベル（４１０）は前記第１識別子（４１１）を
含み、前記階層内のより高いレベル（４２０）は前記第２識別子（４２１）を含み、前記
第１レベル（４１０）の上の各レベル（４２０、４３０、４４０）はセンサユニットの少
なくとも１つの関連する種類のグループを識別する識別子（４２１、４３１、４３２、４
３３、４４１）を含み、
　前記処理ユニット（２００）内に保存される、前記階層内の特定のレベル（４２０）ま
でのそれぞれのレベルの識別子（４１１、４２１）に関連付けられる設定がない場合、前
記特定のレベル（４２０）に続く前記階層内の前記レベル（４３０）の識別子（４３１、
４３２、４３３）に関連付けられる設定があるかどうかを確認すること（Ｓ６０６）と、
　前記特定のレベル（４２０）に続く前記階層内の前記レベル（４３０）の識別子（４３
１、４３２、４３３）に関連付けられる設定が前記処理ユニット（２００）内に保存され
ている場合、前記センサユニット（１００）に関連して、前記特定のレベル（４２０）に
続く前記階層内の前記レベル（４３０）の前記識別子（４３１、４３２、４３３）に関連
付けられる前記設定を使用すること（Ｓ６１０）と
を含む、請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記特定のレベル（４２０）に続く前記階層内の前記レベル（４３０）は、複数の識別
子（４３１、４３２、４３３）を含み、前記特定のレベル（４２０）に続く前記階層内の
前記レベル（４３０）の識別子（４３１、４３２、４３３）に関連付けられる設定がある
かどうかを確認するステップ（Ｓ６０６）は、
　前記処理ユニット内に保存されている前記複数の識別子のそれぞれに関連付けられる設
定があるかどうかを確認すること、及び
　前記複数の識別子（４３１、４３２、４３３）のうちの１つ以上に関連付けられる設定
が前記処理ユニット内に保存されている場合、前記センサユニット（１００）に関連して
、前記複数の識別子（４３１、４３２、４３３）のうちの１つに関連付けられる前記保存
されている設定を使用すること
を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１識別子（４１１）に関連付けられる前記設定に関連して、前記複数の識別子（
４３１、４３２、４３３）のそれぞれに関連付けられる前記設定の互換性を反映する互換
性スコアの形態で互換性データを前記センサユニットから受信することを更に含み、
最も高い互換性スコアを有する前記保存されている設定が、前記センサユニットに関連し
て使用される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記センサユニット（１００）に関連して、識別子に関連付けられる設定を使用するこ
と（Ｓ５０８、Ｓ６０８）は、前記センサユニット（１００）を初期化するとき、前記セ
ンサユニット（１００）を制御するとき、又は前記センサユニット（１００）からのデー



(3) JP 2016-15120 A5 2016.10.6

タを処理するとき、前記識別子に関連付けられる前記設定を使用することを含む、請求項
１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記センサユニット（１００）の種類と前記センサユニットの少なくとも１つの関連す
る種類とは、共通する設定サブセットを有する点において関連する、請求項１から９のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　異なるセンサの種類又は異なるセンサの種類のグループを識別する識別子と、前記識別
子に関連付けられる設定とを保存するように構成されるメモリ（２０２）と、
　プロセッサ（２０４）であって、
　　処理ユニット（２００）に接続されているセンサユニット（１００）の種類を識別す
る第１識別子（４０１、４１１）と、センサユニットの少なくとも１つの関連する種類の
グループを識別する第２識別子（４０２、４２１）と、前記第１識別子（４０１、４１１
）に関連付けられる設定に関連して前記第２識別子（４０２、４２１）に関連付けられる
設定の互換性を反映する互換性データとを前記センサユニット（１００）から受信し、
　　前記第１識別子（４０１、４１１）に関連付けられる設定が前記処理ユニット（２０
０）の前記メモリ（２０２）内に保存されているかどうかを確認し、
　　前記第１識別子（４０１、４１１）に関連付けられる設定が前記処理ユニット（２０
０）の前記メモリ（２０２）内に保存されている場合、前記処理ユニット（２００）に接
続されている前記センサユニット（１００）に関連して、前記第１識別子（４０１、４１
１）に関連付けられる前記設定を使用し、
　　前記第１識別子（４０１）に関連付けられる設定が前記処理ユニット（２００）の前
記メモリ（２０２）内に保存されていない場合、前記処理ユニット（２００）の前記メモ
リ（２０２）内に保存されている前記第２識別子（４０２、４２１）に関連付けられる設
定があるかどうかを確認し、及び
　　前記第２識別子（４０２、４２１）に関連付けられる設定が前記処理ユニット（２０
０）の前記メモリ（２０２）内に保存されている場合、前記処理ユニット（２００）に接
続されている前記センサユニット（１００）に関連して、前記第２識別子（４０２、４２
１）に関連付けられる前記設定を使用するように構成されるプロセッサ（２０４）と
を備える、前記処理ユニット（２００）に接続されている前記センサユニット（１００）
に関連して使用されるべき設定を見付けるための処理ユニット（２００）。
【請求項１２】
　センサユニット（１００）の種類を識別する第１識別子（４０１、４１１）と、センサ
ユニットの少なくとも１つの関連する種類のグループを識別する第２識別子（４０２、４
２１）とを保存するように構成されるメモリ（１０４）を備えるセンサユニット（１００
）、及び
　前記センサユニット（１００）が接続されている、請求項１１に記載の処理ユニット（
２００）
を備える、前記処理ユニット（２００）に接続されている前記センサユニット（１００）
に関連して使用されるべき設定を見付けるためのシステム（１０）。
【請求項１３】
　前記センサユニット（１００）が、画像センサ及びレンズを備える画像センサユニット
である、請求項１２に記載のシステム（１０）。
【請求項１４】
　処理能力を有するデバイスによって実行されるときに、請求項１から１０のいずれか一
項に記載の方法を実行するように適合される命令を有する非一時的なコンピュータ可読媒
体。
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